
第１回「西胆振ピリカノカ・ジャーニー」官民連携ネットワーク会議 議事録  
１ 日 時 
  令和元年（2019年）５月 21日（火）13：30～14：30  
２ 場 所 
  室蘭市防災センター 研修ホール  
３ 出席団体・機関 
 ・特定非営利活動法人 知里森舎 

 ・知里真志保を語る会 

 ・一般社団法人 噴火湾とようら観光協会 

 ・一般社団法人 むろらん 100年建造物保存活用会 

 ・虎杖浜竹浦観光連合会 

 ・北海道旅客鉄道 株式会社 

 ・登別市教育委員会 

 ・豊浦町教育委員会 

 ・壮瞥町教育委員会 

 ・白老町教育委員会 

 ・国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部 

 ・北海道胆振総合振興局、北海道教育委員会教育庁胆振教育局  
４ 議 題 
（１）「西胆振ピリカノカ・ジャーニー」官民連携ネットワーク会議の開催について 
（２）「西胆振ピリカノカ・ジャーニー」に関連する取組等の情報発信について 
（３）その他  
５ 議 事 
（１）「西胆振ピリカノカ・ジャーニー」官民連携ネットワーク会議の開催について 
   北海道胆振総合振興局（以下「振興局」という。）地域政策課から資料１に基づき説

明。 

（２）「西胆振ピリカノカ・ジャーニー」に関連する取組等の情報発信について 
   振興局地域政策課から資料２に基づき説明。 
（３）その他 
   「西胆振ピリカノカ・ジャーニー」関連の取組について、出席団体・機関から紹介。 

 【知里森舎】５月６日に自然観察会を開催し、大盛況だった。６月８日には知里幸恵生誕



記念音楽祭を開催予定。 

【知里真志保を語る会】８月３日にアイヌ語地名巡り、10 月 19 日に講演会を開催予定。 

【噴火湾とようら観光協会】カムイチャシをコースに含むサイクリングツアーや、まち歩

きにアイヌ文化を組み込めないか検討中。 

【虎杖浜竹浦観光連合会】ホテルいずみの敷地内にアイヌの遺跡が６カ所あり、アイヌ文

化保存会の方々に入ってもらって舞踊を披露できないか検討中。 

【北海道旅客鉄道】室蘭で、名勝ピリカノカを巡るヘルシーウォーキングを開催予定。 

【豊浦町教育委員会】今後、アイヌ文化に関するイベントを発掘していきたい。 

【振興局】地域づくり総合交付金について、地域政策課から資料３に基づき説明。  
（４）質疑・意見交換 
【登別市教育委員会】実際にアイヌ文化に関する活動をされている団体と一緒に取り組

めるのは良い。今後も、様々な団体・人が参加できるようにしてほしい。 

【豊浦町教育委員会】地域住民の認知が広がっていない中、このような取組は良い。豊浦

町内にはアイヌ語地名が多く、観光協会とも連携を進めていきたい。 

【壮瞥町教育委員会】ウポポイ開設やオリンピック・パラリンピック、新幹線延線は絶好

の機会なので、取組を展開していきたい。 

【白老町教育委員会】ＰＲだけでなく、イベント参加の呼びかけも行えないか。また、「ピ

リカノカ・ジャーニー」の日本遺産申請はどうする考えか。 

【振興局】日本遺産の対応については関係市町と協議しながら夏頃を目途に決定したい

が、「ピリカノカ・ジャーニー」は大変重要な取組であり、今後も本会議を通じて、具体

的な取組を推進したい。 

【室蘭開発建設部】ウポポイの来場者をどう受け入れて波及させるか考える必要があり、

一緒に応援していきたい。 

【知里森舎】これまで個別の活動では視野が狭くなり手を結ぶことができていなかった

ところ、本会議は良い集まりができた。もっと広い視野で、更に地域密着を深め、アイ

ヌ文化を広めていきたい。 

【知里真志保を語る会】地域づくり総合交付金を活用した取組を検討したい。 

【噴火湾とようら観光協会】マスコミに取り上げてもらえるような取組を考えるべき。子

どもたちに関心を持ってもらえるよう、ロゴマーク作成等の取組も考えてはどうか。 

【むろらん 100年建造物保存活用会】人口減少が進み地方消滅も危惧される中では、流動

人口を引き込む必要がある。外国人は文化に関心があり、また、若者は新たな価値をデ

ザインするような仕事をしたいと考えている。 

「ピリカノカ・ジャーニー」の取組としては、「教養」として硬く見せるのではなく、ク

ロスワードパズル等、遊び心あるものを各団体で作れないか。また、道内着の航空機等

で配ることができれば、北海道に向かう間に読んでもらえ、気運醸成に繋がらないか。 



【虎杖浜竹浦観光連合会】アイヌ文化保存会など、ボランティアの方々に光が当たるよう

な取組が必要。 

【北海道旅客鉄道】取組を主導することは難しいが、鉄道がある所であり、関わっていき

たい。 

【胆振教育局】これまで市町ごとに様々な取組を行ってきたが、横を繋ぐことは難しく、

また、教育部門は観光等が不得意。ウポポイの来場者 100万人をどう周遊させるか、そ

の仕組みが必要であり、本会議で皆様から知識をいただき、７市町が一緒に取り組める

と良い。 

【振興局】今回、イベント予定を共有したところ、今後、相互に参加し盛り上げていけれ

ばと思う。振興局としても、本会議の参加団体を増やしていけるよう、モデルツアー等

を企画していくとともに、皆様の意見・アイディアを踏まえた検討を進めていきたい。   
（以 上） 


